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低アルコール泡盛の示差走査熱量測定~各種割水の効果~

【緒言】

株式会社トロピカルテクノセンター研究開発部

0名嘉博幸、田村博三、比嘉敏勝

代表的な沖縄県産品である泡盛は、近年、昧のマイルド化に関する製造技術が進歩

したことから、県内において老若男女問わず消費が広がっている。

これらの製造技術は、黒麹菌や酵母などの醸造学的研究、蒸留工程の研究 1)及び蒸

留後の漉過方法の研究の成果から 2)、酒質向上へとつながった。

また、泡盛のマイルド化指向から、マイルド泡盛(アルコール度数25度以下)の

商品も頻繁に見るようになった。

しかし、泡盛を低アルコール度数(エタノール濃度)に調整するため用いる割水も

酒質に影響を与えると言われ、それは割水の硬度やミネラル分が影響していると考え

られているが、未だはっきりしていない。

一方、示差走査熱量 (DSC)は、水ーエタノール水溶液やお酒の溶液構造変化を観

測するため用いられている。特に、玉城らの研究は、カメ貯蔵熟成した泡盛古酒と新

酒と比較し、 DSC測定の結果、カメ貯蔵泡盛の古酒化、酒質およびミネラル成分含有

量等には関連性があると指摘している 3)4)。

本研究は、割水中のミネラル成分の泡盛への影響を検討するため、これまで蓄積さ

れてきた DSC測定技術より評価を行った。

【試料】

エタノール濃度 43%へリオス酒造株式会社製泡盛を用い、割水は、基準割水のイオ

ン交換水(IEW)、水道水3種類 (SWl..HWl、HW2)、海洋深層水系ミネラルウォー

ター3種類 (SSWl、HSWl..HSW2)、湧き水系ミネラルウォーター 2種類 (SMWl、

HMWl)を用いた。

【実験方法】

エタノール濃度 43%泡盛を各割水でエタノール濃度 25%に希釈し、不溶成分を

漉過して希釈泡盛とした。

DSC 測定は、密閉型中泡盛を装置肉でー1500cまで急冷し、 15分保持後、 100c/分で
600Cまで昇温したときの融解曲線を測定した。また、対照試料はα-アルミナを用いた。

【結果及び考察】

割水が異なる泡盛(エタノール濃度 25%)についての DSC融解曲線は、図からわ

かるように、発熱を示すピーク A (-90--S00C)、吸熱を示すピーク B (-700C付近)、

ピーク C (-7
0
C付近)が観測された。

この図から、ピーク B面積(熱量)が顕著に変化し、任意の4種類のピークバター
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ンに分けることができた。このピーク B熱量は、割水の成分によって変化し、泡盛の

水ーエタノール溶液構造がなんらかの変化を起こしていることを示している。このピ

ーク Bは、佐藤らの結果 5)によるとエタノールやエキス含有量によって変化すると報

告されている。しかし、割水の成分は陽陰イオンが主成分なので、このピークは、イ

オン成分によっても変化することが強く示唆された。
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さらに、 DSCの結果と各イオン成分との関連性についても報告する予定である。
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